
2022年 5月 8日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒119番（旧 210番）（SK姉） 

『都の外なる』 

 

聖書⇒イザヤ書 2:3~5節（MM姉） 

『多くの民が来て言う。「主の山に登り、ヤコブの神の家に行こう。主はわたしたちに道を示される。わたし

たちはその道を歩もう」と。主の教えはシオンから／御言葉はエルサレムから出る。主は国々の争いを裁き、

多くの民を戒められる。彼らは剣を打ち直して鋤とし／槍を打ち直して鎌とする。国は国に向かって剣を上げ

ず／もはや戦うことを学ばない。ヤコブの家よ、主の光の中を歩もう。』 

 

礼拝讃美歌⇒208番（旧 301番）（MM姉） 

『汚れと争いは』 

 

聖書⇒イザヤ書 53:1~6節（SK兄） 

『わたしたちの聞いたことを、誰が信じえようか。主は御腕の力を誰に示されたことがあろうか。乾いた地に

埋もれた根から生え出た若枝のように／この人は主の前に育った。見るべき面影はなく／輝かしい風格も、好

ましい容姿もない。彼は軽蔑され、人々に見捨てられ／多くの痛みを負い、病を知っている。彼はわたしたち

に顔を隠し／わたしたちは彼を軽蔑し、無視していた。彼が担ったのはわたしたちの病／彼が負ったのはわた

したちの痛みであったのに／わたしたちは思っていた／神の手にかかり、打たれたから／彼は苦しんでいるの

だ、と。彼が刺し貫かれたのは／わたしたちの背きのためであり／彼が打ち砕かれたのは／わたしたちの咎の

ためであった。彼の受けた懲らしめによって／わたしたちに平和が与えられ／彼の受けた傷によって、わたし

たちはいやされた。わたしたちは羊の群れ／道を誤り、それぞれの方角に向かって行った。そのわたしたちの

罪をすべて／主は彼に負わせられた。』 

 

（祈り） 

 

聖書⇒詩編 16:9~11節（ES姉） 

『わたしの心は喜び、魂は躍ります。からだは安心して憩います。 

あなたはわたしの魂を陰府に渡すことなく／あなたの慈しみに生きる者に墓穴を見させず 

命の道を教えてくださいます。わたしは御顔を仰いで満ち足り、喜び祝い／右の御手から永遠の喜びをいただ

きます。』 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙 1:20、23節 



『神は、この力をキリストに働かせて、キリストを死者の中から復活させ、天において御自分の右の座に着か

せ、（中略）教会はキリストの体であり、すべてにおいてすべてを満たしている方の満ちておられる場です。』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒134番（旧 194番）（KH兄） 

『ああ主は誰がため』 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒ルカによる福音書 24:28~32節（KH兄） 

『一行は目指す村に近づいたが、イエスはなおも先へ行こうとされる様子だった。二人が、「一緒にお泊まり

ください。そろそろ夕方になりますし、もう日も傾いていますから」と言って、無理に引き止めたので、イエ

スは共に泊まるため家に入られた。一緒に食事の席に着いたとき、イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱え、

パンを裂いてお渡しになった。すると、二人の目が開け、イエスだと分かったが、その姿は見えなくなった。

二人は、「道で話しておられるとき、また聖書を説明してくださったとき、わたしたちの心は燃えていたでは

ないか」と語り合った。』 

 

礼拝讃美歌⇒144番（旧 59番） 

『憂きこと四方に』 

 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒列王記下 4:1~7節（KH兄） 

『預言者の仲間の妻の一人がエリシャに助けを求めて叫んだ。「あなたの僕であるわたしの夫が死んでしまい

ました。ご存じのようにあなたの僕は主を畏れ敬う人でした。ところが債権者が来てわたしの子供二人を連れ

去り、奴隷にしようとしています。」エリシャが、「何をしてあげられるだろうか。あなたの家に何があるのか

言いなさい」と促すと、彼女は、「油の壺一つのほか、はしための家には何もありません」と答えた。彼は言

った。「外に行って近所の人々皆から器を借りて来なさい。空の器をできるだけたくさん借りて来なさい。家

に帰ったら、戸を閉めて子供たちと一緒に閉じこもり、その器のすべてに油を注ぎなさい。いっぱいになった

ものは脇に置くのです。」彼女はエリシャのもとから出て行くと、戸を閉めて子供たちと一緒に閉じこもり、

子供たちが器を持って来ると、それに油を注いだ。器がどれもいっぱいになると、彼女は、「もっと器を持っ

ておいで」と子供に言ったが、「器はもうない」と子供が答えた。油は止まった。彼女が神の人のもとに行っ

てそのことを知らせると、彼は言った。「その油を売りに行き、負債を払いなさい。あなたと子供たちはその

残りで生活していくことができる。」』 



 

聖書⇒詩編 16:9~11節（ES姉） 

『わたしの心は喜び、魂は躍ります。からだは安心して憩います。 

あなたはわたしの魂を陰府に渡すことなく／あなたの慈しみに生きる者に墓穴を見させず 

命の道を教えてくださいます。わたしは御顔を仰いで満ち足り、喜び祝い／右の御手から永遠の喜びをいただ

きます。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒9番（旧 6番） 

『取柄あらぬ』 

 

 

 

《建徳要旨》 

 

①  

 

 


